
令和７年度 多摩市立聖ヶ丘小学校  授業改善推進プラン  教科名             

 

算数科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を習得すること。 目的に応じて必要な情報を取り出して解釈すること。 

 

 児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施時期 成果検証（２月） 

第１学年 ア１位数と１位数の求補の場面や求差の場

面における減法の意味を理解し、減法の

式に表すことを苦手としている。 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や場面

の絵や図に表すことに課題がある。 

ア求補の場面を、求差の場面と関連付けて減法として捉

えられるよう、ブロック操作を繰り返し行う。また、求差の

場面は、比較する２量を確認し、１対１対応が捉えやすい

ようにブロックを並べる活動を行う。 

イ計算の意味や計算の仕方を考えたりすることができるよ

うに、場面の様子を視覚化し、実際に手を動かしながら

具体物や図、ブロック、おはじきを用いて考える活動を行

う。 

ア５月～７月 

 

 

 

イ５月～ 

 

第２学年 ア乗法の意味を理解して計算することや、か

け算九九を定着することが苦手としてい

る。 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式やテー

プ図に表すことに課題がある。 

ア乗法が用いられる場面を捉えられるように、ブロックや

図を使って数の操作を繰り返し行う。 

イ計算の意味や計算の仕方を考えたりすることができるよ

うに、場面の様子を視覚化し、実際に手を動かしながら

具体物や図、ブロックを用いて考える活動を行う。 

  立式の根拠になる言葉に注目させ、文に線を引かせる。 

ア１０月～ 

 

 

イ年間を通して 

 

第３学年 アわり算の意味（等分除・包含除）を理解し

て、計算することを苦手としている。 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や線分

図・テープ図に表すことに課題がある。 

ア具体的な場面を通してわり算の意味を捉えられるよう

に、具体物や図を使って数の操作を繰り返し行う。 

イ問題場面から分かっていることや問われていることを捉

えたり、必要な情報を取り出して考えたりできるように、

具体物や図、テープ図を用いて可視化しながら考える

活動を繰り返し行う。自分の考えをペアや小グループで

説明し合う。 

ア５月～ 

 

イ年間を通して 

 

第４学年 アわる数が１位数や２位数で、わられる数が

２位数や３位数の場合の計算を苦手とし

ている。（わり算の筆算） 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や線分

図に表すことに課題がある。 

   

ア除法の計算が確実に身に付けられるように、授業の始

めに復習問題に取り組む。課題が終わった児童からミラ

イシードやプリントに取り組み、習熟を図る。 

イ問題場面から分かっていることや問われていることを捉

えたり、必要な情報を取り出して考えたりできるように、

式や線分図を用いて可視化しながら考える活動を繰り

返し行う。 

  具体的操作活動を多く取り入れ、問題場面について気

付いたことを書いたり説明したりする。   

ア５月～ 

 

 

 

イ年間を通して 

 

算数 



第５学年 ア小数の乗法及び除法の計算を苦手として

いる。 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や２本

の数直線に表すことに課題がある。 

ア小数の乗法及び除法の計算ができるように、整数の場

合と同じ関係や法則が成り立っていることを生かしなが

ら、小数の乗法及び除法の計算を繰り返し行う。 

イ問題場面から分かっていることや問われていることを捉

えたり、必要な情報を取り出して考えたりできるように、

式や数直線、線分図を用いて可視化しながら考える活

動を繰り返し行う。自分の考えをペアや小グループで説

明し合う活動を繰り返し行う。 

ア６月～ 

 

 

イ年間を通して 

 

第６学年 ア分数の計算や、図形の求積問題、割合を

使った問題を苦手としている。 

 

 

 

 

イ問題場面の数量の関係を捉えることや課

題を解決するために身に付けた技能を、

思考の過程で適切に選択し活用すること

に課題がある。 

  複数の図やグラフ、表を読み取ったり、事

象の理由を数や言葉で説明したりするこ

とに課題がある。  

ア分数の仕組や計算の方法を理解させ、繰り返し練習す

る機会を設定する。図形の体積を求めることができるよ

うに、学習した求積公式を教室に掲示し、定期的に確認

できるようにする。割合の問題文から大事な情報を抜き

取り、数直線に表す活動を繰り返し行う。 

イ問題場面から分かっていることや問われていることを捉

えたり、必要な情報を取り出して考えたりできるように、

式や数直線、線分図を用いて可視化しながら考える活

動を繰り返し行う。 

  複数の図やグラフ、表を関連付けたり、分かったことや考

えたことをペアや小グループ、全体で説明したりする。 

ア５月～ 

 

 

 

 

 

イ年間を通して 

 

 

■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人一

台端末等 ICTの効果的な活用について 

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学び 

に向かう力」の育成に向けた取組について 

低学年 ・教科書のデジタルコンテンツ（QRコード）を活用して練習問題を行い、習
熟を図る。【個別最適】 

       ・一人 1台端末を活用し、大型モニターで数の概念を視覚化して共有す
る。【協働的】  

中学年 ・具体物や一人 1台端末を操作して、数量の関係を可視化する。 
         【個別最適】 

・一人 1台端末や大型モニターを活用し、児童の考えなどを提示し、考え
た過程をみんなで共有する。【協働的】 

高学年 ・既習内容の定着を図るために、ドリルアプリを活用し、自分の苦手分野を
選択し、練習を積み重ねられるようにする。【個別最適】 （高学年重点） 
・一人 1台端末を活用して、自分や友達の考えを比較し、共通点や相違点
を話し合い、自分の考えを深める。【協働的】 

【学習過程】 

・「前時の確認⇒問題・めあての提示⇒教師の説明⇒理解確認（教え合い）⇒適

用問題・発展問題の提示⇒自力解決⇒まとめ⇒振り返り」の流れを校内で統一し、

毎時間同じ展開で授業を行う。 

【振り返り時間の充実】 

・授業で理解できたことを、自分の言葉で説明し合う時間を設定し、理解の定着を

図る。 

・授業の最後に既習した内容を振り返り、自己評価し次時への学習に生かす。 

 

 


